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Ⅰ
　
慶
田
盛
村
居
住
の
各
一
門
の
大
宗
た
ち

字
新
川
の
二
号
線
通
り
は
、
以
前
の
八
重
山
蔵
元
時
代
（
字
大
川
所
在
の
一
五
四
二
〜
一
八
九
七
年
）
に
慶
田
盛
村
か
ら
八
重
山
蔵
元

（
政
庁
の
こ
と
）
へ
と
続
く
主
要
道
路
で
も
あ
っ
た
。
か
つ
て
（
十
六
〜
十
七
世
紀
頃
）、
こ
の
二
号
線
道
路
沿
い
の
慶
田
盛
村
に
あ
る
西
側

か
ら
、
他
の
各
一
門
で
大
宗
方
々
の
屋
敷
を
『
石
垣
市
史
八
重
山
史
料
集
３
　
豊
川
家
文
書
Ⅱ
』（
一
九
九
七
年
／
石
垣
市
）
の
明
治
四
十

三
（
一
九
一
〇
）
年
「
四
三
　
地
籍
簿
」
の
項
に
照
合
し
て
推
察
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
大
史
姓
大
宗
古
見
与
人
高
教
の
屋
敷

字
新
川
六
五
番
地→

以
前
、
一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
で
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
ら
に
殺
害
さ
れ
た
波
照
間
島
の

明
宇
底
獅
子
嘉
殿
（
不
明
〜
一
五
〇
〇
年
）
の
三
男
・
還
宝
与
人
遠
戸
（
不
明
）
の
嫡
子
・
大
史
姓
大
宗
古
見
与
人
高
教
（
不
詳
）
の
屋
敷

（
大
浜
家
・
フ
ン
ス
ン
ヤ
ー
）。
大
史
姓
大
宗
古
見
与
人
高
教
の
屋
敷
が
あ
る
東
隣
の
字
新
川
六
四
番
地
の
居
住
者
・
仲
里
長
可
（
ピ
ン
ザ
ン

ヤ
ー
・
一
八
七
七
年
生
ま
れ
）
の
初
代
は
山
陽
氏
七
世
平
安
座
長
載
（
一
七
六
〇
〜
一
八
〇
五
年
）
の
屋
敷
で
あ
る
。
そ
の
東
隣
、
字
新
川
五

三
番
地
。

二
、
憲
章
姓
大
宗
石
垣
親
雲
上
英
乗
の
屋
敷

字
新
川
五
三
番
地
一
帯→

嘉
平
村
出
自
の
仲
間
満
慶
山
（
不
明
〜
一
五
〇
〇
年
）
の
曾
孫
の
憲
章
姓
大
宗
石
垣
親
雲
上
英
乗
（
不
詳
〜
一

六
〇
一
年
）
の
屋
敷
。

以
前
、
憲
章
氏
五
世
平
得
筑
登
之
親
雲
上
英
住
（
一
六
六
九
〜
一
七
四
一
年
）
の
屋
敷
（
宮
良
家
・
ク
ー
ツ
ク
ド
ゥ
ン
ヤ
ー
）
で
あ
っ
た
。
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『
憲
章
姓
大
宗
英
乗
』
家
譜
の
元
祖
英
乗
の
項
に
「（
略
）
室
真
比
大
阿
母
、
母
慶
田
盛
村
住
鍋
山
大
阿
母
（
略
）」
と
慶
田
盛
村
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、『
八
重
山
島
年
来
記
』
の
一
五
八
九
年
の
項
に
「
慶
田
盛
村
い
し
と
の
石
垣
親
雲
上
頭
成
ル
、
勤
役
十
三
年
」
が
憲
章

姓
大
宗
石
垣
親
雲
上
英
乗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
憲
章
姓
大
宗
英
乗
ら
一
族
も
字
新
川
の
慶
田
盛
村
に
住
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一
五
〇
〇
年
に

ア
カ
ハ
チ
ら
に
殺
害
さ
れ
た
仲
間
満
慶
山
の
忠
死
に
よ
る
論
功
行
賞
で
、
八
人
の
子
供
た
ち
が
首
里
大
屋
子
に
な
っ
て
い
る
。
八
人
の
首
里

大
屋
子
の
一
人
が
嘉
善
姓
大
宗
嘉
平
首
里
大
屋
子
永
展
（
不
詳
）
で
あ
る
。
仲
間
満
慶
山
一
族
の
身
内
と
し
て
、
嘉
善
姓
大
宗
永
展
と
憲
章

姓
大
宗
英
乗
の
祖
父
・
嘉
平
首
里
大
屋
子
佐
嘉
伊
（
不
明
）
ら
が
慶
田
盛
村
に
住
ん
で
い
る
。
憲
章
氏
の
二
代
に
ア
ン
ヤ
ー
（
東
の
家
）
に

住
ん
で
い
た
嘉
善
姓
大
宗
嘉
平
首
里
大
屋
子
永
展
の
曾
孫
・
四
世
永
恒
（
生
寿
不
伝
）
が
、
憲
章
姓
大
宗
石
垣
親
雲
上
英
乗
の
娘
・
鍋
山

（
大
阿
母
）
の
婿
養
子
に
な
っ
て
、
憲
章
氏
二
世
英
恒
に
改
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
。

『
八
重
山
島
年
来
記
』
崇
禎
三
庚
午
（
一
六
三
〇
）
年
の
項
に
「
ほ
ん
な
村
ミ
つ
き
ま
大
浜
親
雲
上
頭
ナ
ル
、
勤
役
十
三
年
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ほ
ん
な
村
ミ
つ
き
ま
大
浜
親
雲
上
と
は
、
憲
章
氏
四
世
大
浜
親
雲
上
英
森
（
一
六
〇
二
〜
四
二
年
）
で
あ
る
。
一
六
三
〇
年
頃
、

大
浜
親
雲
上
英
森
は
、
字
新
川
五
三
番
地
（
慶
田
盛
村
）
か
ら
長
栄
姓
大
宗
石
垣
親
雲
上
信
保
（
生
寿
不
伝
）
の
屋
敷
東
隣
、
ま
た
「
八
重

山
蔵
元
」
の
西
、
そ
の
一
帯
に
ほ
ん
な
（
本
名
）
村
が
あ
り
、
字
大
川
二
八
七
番
地
に
島
移
り
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ン
ヤ
ー
に
嘉
善
氏
八
世
与
那
国
与
人
永
明
（
一
六
七
〇
〜
一
七
〇
〇
年
）
小
宗
家
の
屋
敷
、
さ
ら
に
東
に
隣
接
し
て
嘉
善
氏
九
世
仲
間

与
人
永
秀
（
一
七
〇
四
〜
七
二
年
）
小
宗
家
の
屋
敷
で
東
隣
の
字
新
川
四
〇
番
地
。

三
、
嘉
善
姓
大
宗
嘉
平
首
里
大
屋
子
永
展
の
屋
敷

字
新
川
四
〇
番
地→

以
前
嘉
平
村
出
自
の
仲
間
満
慶
山
（
不
明
〜
一
五
〇
〇
年
）
の
嫡
子
の
嘉
善
姓
大
宗
嘉
平
首
里
大
屋
子
永
展
（
不
詳
）

の
屋
敷
（
石
垣
家
・
マ
イ
フ
カ
ン
ス
ン
ヤ
ー
）。
東
に
隣
接
し
て
字
新
川
三
三
番
地
。
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四
、
上
官
姓
大
宗
大
浜
親
雲
上
正
廟
の
屋
敷

字
新
川
三
三
番
地→

琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
御
使
者
（
御
検
者
）
の
久
米
村
の
程
氏
京
阿
波
根
親
雲
上
実
基
（
不
詳
）
の
子
息
と
言

わ
れ
て
い
る
上
官
姓
大
宗
大
浜
親
雲
上
正
廟
（
不
詳
〜
一
五
八
六
年
）
の
屋
敷
（
当
銘
家
・
ハ
ナ
ス
ク
ン
ス
ン
ヤ
ー
）。
東
南
隣
の
字
新
川

二
七
番
地
一
帯
。

五
、
長
興
姓
大
宗
古
見
首
里
大
屋
子
善
安
の
屋
敷

字
新
川
二
七
番
地
一
帯→

波
照
間
島
出
自
の
明
宇
底
獅
子
嘉
殿
（
不
明
〜
一
五

〇
〇
年
）
の
長
男
・
屋
安
古
与
人
赤
真
屋
（
不
明
）
の
孫
・
長
興
姓
大
宗
古
見
首
里

大
屋
子
善
安
（
不
詳
）
の
屋
敷
。

以
前
、
長
興
姓
大
宗
古
見
首
里
大
屋
子
善
安
の
二
男
の
長
興
氏
二
世
登
野
城
目

差
善
方
（
不
詳
）
の
屋
敷
（
ス
ム
ン
ヤ
ー
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
当
時
は
身
内
や

隣
近
所
方
と
結
婚
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
長
興
姓
大
宗
古
見
首
里

大
屋
子
善
安
の
長
女
・
比
登
那
志
（
不
詳
）
が
隣
近
所
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る

山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
（
一
五
八
四
〜
一
六
六
一
年
）
の
室
（
妻
）
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
興
姓
大
宗
古
見
首
里
大
屋
子
善
安
の
墓
が
、
字
新
川
二
八

三
番
地
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
。

⑩長興姓大宗古見首里大屋子善安の墓
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字
新
川
三
三
番
地
（
慶
田
盛
村
共
同
下
り
井
戸
）
の
北
方
で
字
新
川
二
八
五
番
地
一
帯
。

六
、
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
の
曾
父
美
良
底
首
里
大
屋
子
保
久
利
思
の
屋
敷

字
新
川
二
八
五
番
地→

美
良
底
村
出
自
の
那
礼
当
（
不
明
〜
一
五
〇
〇
年
）
の
嫡
子
・
美
良
底
首
里
大
屋
子
保
久
利
思
（
不
明
）
の
曾

孫
・
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
（
一
五
八
四
〜
一
六
六
一
年
）
の
屋
敷
。

字
新
川
二
八
五
番
地
は
、
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
の
屋
敷
で
あ
る
。
以
前
八
重
山
蔵
元
時
代
（
一
五
二
四
〜
一
八
九
七
年
）
か
ら

明
治
年
代
の
末
期
に
か
け
て
、
当
地
は
山
陽
氏
二
世
宮
良
親
雲
上
長
重
（
一
六
一
七
〜
九
三
年
）
の
三
男
・
三
世
黒
島
首
里
大
屋
子
長
孝

（
一
六
四
五
〜
八
六
年
）
小
宗
の
屋
敷
（
黒
島
家
・
マ
イ
ピ
サ
ン
ヤ
ー
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
屋
敷
に
は
村
の
コ
ウ
ジ
（
会
所
）
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
世
長
孝
小
宗
家
を
中
心
に
し
て
西
、
二
世
長
重
の
五
男
・
長
明
小
宗
家
か
ら
分
家
し
た
六
世
西
表
首
里
大
屋
子
長
達
（
一
七
四
〇

〜
一
八
〇
九
年
）
小
宗
家
の
屋
敷
が
字
新
川
二
七
三
番
地
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
、
二
世
長
重
の
五
男
・
長
明
小
宗
家
か
ら
枝
分
か
れ
し
た

五
世
登
野
城
与
人
長
京
（
一
七
一
二
〜
六
四
年
）
小
宗
家
が
字
新
川
二
八
六
番
地
、
隣
接
し
て
ア
ン
ヤ
ー
（
東
の
家
）
の
字
新
川
二
八
七
番

地
が
二
世
長
重
の
五
男
の
三
世
花
城
与
人
長
明
（
一
六
五
四
〜
八
二
年
）
小
宗
家
の
屋
敷
で
あ
る
。
後
方
、
三
世
長
孝
小
宗
家
か
ら
字
新
川

二
九
一
番
地
に
四
世
大
浜
親
雲
上
長
延
（
一
六
七
四
〜
一
七
四
九
年
）
小
宗
、
字
新
川
二
九
五
番
地
に
六
世
長
邑
（
一
七
一
一
〜
七
一
年
）
小

宗
が
分
家
し
た
。

ま
た
、
四
世
宮
良
親
雲
上
長
亮
（
一
六
六
九
〜
一
七
三
〇
年
）
の
四
男
・
五
世
石
垣
与
人
長
岡
（
一
六
九
五
〜
一
七
七
七
年
）
小
宗
家
も

字
新
川
二
九
八
番
地
に
屋
敷
を
構
え
た
。
前
方
の
二
号
線
通
り
に
五
世
長
京
小
宗
家
か
ら
分
家
し
た
七
世
盛
山
与
人
長
顯
（
一
七
八
四
〜
一
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八
四
六
年
）
小
宗
の
屋
敷
が
あ
り
、
隣
接
し
て
ア
ン
ヤ
ー
（
東
の
家
）
の
一
四
番
地
か
ら
一
六
番
地
の
広
い
屋
敷
が
二
世
長
重
の
四
男
・
三

世
保
里
与
人
長
安
（
一
六
五
一
〜
七
九
年
）
の
屋
敷
の
所
在
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
陽
姓
一
門
の
人
々
が
宗
家
を
中
心
に
し
て
往
時
の
血
族

集
団
的
な
集
落
の
面
影
を
連
綿
と
し
て
残
し
な
が
ら
繁
栄
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
。

『
八
重
山
島
年
来
記
』
の
崇
禎
四
辛
未
（
一
六
三
一
年
）
の
項
に
、「
波
揚
名
村
空
広
宮
良
親
雲
上
頭
ニ
成
、
勤
役
十
七
年
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
波
揚
名
村
空
広
宮
良
親
雲
上
と
は
、
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
六
三
〇
年
頃
に
、
山
陽
姓
大

宗
宮
良
親
雲
上
長
光
は
新
川
の
慶
田
盛
村
一
帯
か
ら
長
栄
姓
大
宗
石
垣
八
重
山
頭
信
保
の
屋
敷
の
西
隣
前
、
字
石
垣
三
三
番
地
（
そ
の
一
帯

に
波
揚
名
村
が
あ
る
）
に
移
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

※
、
伯
言
姓
大
宗
大
浜
親
雲
上
政
通
の
屋
敷

字
新
川
一
番
地
一
帯→

琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
御
使
者
（
御
検
者
）
の
毛
裔
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
安
英
（
一
五
四
七
〜
一
六
一
九
年
）

か
、
ま
た
は
久
米
村
の
程
氏
京
阿
波
根
親
雲
上
実
基
後
胤
の
伯
言
姓
大
宗
大
浜
親
雲
上
政
通
（
生
寿
不
詳
）
ら
の
屋
敷
の
可
能
性
が
あ
る
。

現
在
、
字
新
川
一
番
地
の
小
宗
初
代
は
毛
裔
氏
二
世
大
浜
親
雲
上
安
師
（
一
六
〇
二
〜
七
四
年
）
の
二
男
・
毛
裔
氏
三
世
登
野
城
与
人
安

核
（
崇
禎
年
間
生
〜
一
七
〇
一
年
、
池
城
家
・
ピ
サ
イ
シ
ナ
ゴ
ー
ヤ
ー
）
で
あ
る
。
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
（
一
六
二
四
〜
四
二
年
）

の
頃
に
、
字
新
川
一
番
地
一
帯
か
ら
毛
裔
姓
一
族
が
字
大
川
一
七
九
番
地
（
池
城
家
・
ケ
ダ
ス
ク
ン
ス
ン
ヤ
ー
）
へ
、
伯
言
氏
二
世
大
浜
親

雲
上
政
通
家
も
字
大
川
一
六
八
番
地
（
宮
良
家
・
ホ
ン
キ
ン
ヤ
ー
）
へ
島
移
り
を
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

『
毛
裔
姓
大
宗
安
英
』『
伯
言
姓
大
宗
政
通
』
の
両
家
譜
に
よ
る
と
、
初
代
の
宮
良
親
雲
上
安
英
の
長
女
で
於
那
比
戸
が
伯
言
氏
二
世
大
浜

親
雲
上
政
保
（
万
暦
年
間
生
〜
一
六
二
四
年
）
へ
嫁
ぎ
、
そ
の
長
男
の
政
師
が
母
の
於
那
比
戸
の
実
家
に
嗣
子
と
な
り
、
安
師
に
改
名
し
て
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一
六
五
四
年
に
石
垣
頭
職
に
任
じ
ら
れ
、
一
六
六
三
年
に
大
浜
頭
に
転
職
し
て
い
る
。
そ
の
安
師
の
七
男
で
安
茂
（
一
六
七
〇
〜
一
七
四

八
年
）
は
、「
伯
言
氏
大
浜
親
雲
上
政
保
為
無
嗣
子
被
家
譜
」
と
記
載
さ
れ
、
父
の
実
家
の
伯
言
氏
二
世
大
浜
親
雲
上
政
保
へ
嗣
子
と
な
り
、

伯
言
氏
三
世
政
茂
と
改
名
を
し
、
一
七
三
一
年
に
宮
良
頭
職
に
任
じ
ら
れ
た
。
伯
言
姓
大
宗
政
通
家
で
は
二
世
政
保
が
一
六
二
四
年
に
死
亡

し
、
安
師
の
七
男
の
政
茂
が
跡
目
相
続
を
す
る
ま
で
四
〜
五
十
年
間
、
実
子
の
安
師
一
族
ら
が
位
牌
を
み
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
毛
裔
姓
大
宗
安
英
』
家
譜
に
は
、「（
略
）
安
英
＝
王
府
首
里
毛
氏
大
新
城
親
方
安
基
生
年
忌
日
不
詳
、
原
是
安
基
者
為
御
使
者
酔
本
島

之
時
小
浜
邑
住
民
無
系
男
満
慶
女
聖
美
呂
真
産
下
安
英
也
（
略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
伯
言
姓
大
宗
政
通
』
家
譜
に
も
「（
略
）

政
通
＝
王
府
久
米
邑
京
阿
波
根
之
後
胤
生
寿
並
道
號
不
詳
（
略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
家
譜
よ
り
、
毛
裔
姓
大
宗
安
英
と
伯
言

姓
大
宗
政
通
ら
は
琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
御
使
者
と
の
関
わ
り
の
子
孫
で
、
安
師
を
通
し
て
同
一
親
族
で
あ
る
。

す
で
に
、
父
の
安
師
は
『
八
重
山
島
年
来
記
』
の
順
治
十
一
甲
午
（
一
六
五
四
）
年
の
項
に
「
此
年
は
ん
な
村
ま
か
ま
と
大
浜
親
雲
上
頭

成
ル
、
勤
役
十
年
石
垣
頭
後
大
浜
頭
改
名
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
字
大
川
一
七
九
番
地
に
住
ん
で
い
る
。
以
前
、
安
師
の
二

男
・
三
世
安
核
は
、
字
大
川
一
七
九
番
地
（
は
ん
な
村
）
か
ら
字
新
川
一
番
地
一
帯
に
毛
裔
姓
大
宗
安
英
か
、
ま
た
は
伯
言
姓
大
宗
政
通
ら

が
居
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
屋
敷
に
島
移
り
を
し
、
字
新
川
の
慶
田
盛
村
か
ら
通
い
な
が
ら
、
登
野
城
与
人
職
に
就
い
て
い
る
。

明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
頃
の
「
地
籍
簿
」（『
石
垣
市
史
八
重
山
史
料
集
３
　
豊
川
家
文
書
Ⅱ
』）
の
中
の
四
カ
村
や
字
新
川
の
地

籍
者
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
以
前
の
「
安
」
の
名
乗
り
を
し
て
い
る
系
持
ち
（
ユ
カ
ル
ピ
ィ
ト
ゥ
）
の
数
は
字
新
川
が
多
い
。
ま
た
、
字

新
川
の
系
持
ち
百
九
十
四
人
の
中
に
二
十
一
人
（
一
〇
・
八
％
）
と
、「
長
」
の
名
乗
り
の
山
陽
姓
一
門
の
人
々
（
五
十
九
人
、
三
〇
・
四
％
）、

「
正
」
の
名
乗
り
の
上
官
姓
一
門
の
人
々
（
二
十
七
人
、
一
三
・
九
％
）
に
次
い
で
多
い
。

大
宗
が
慶
田
盛
村
を
起
点
に
し
、
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
（
一
六
二
四
〜
四
二
年
）
を
境
に
他
の
字
登
野
城
、
字
大
川
、
字
石
垣
へ

島
移
り
を
し
た
長
興
姓
大
宗
善
安
、
憲
章
姓
一
門
、
山
陽
姓
大
宗
長
光
ら
と
同
様
の
小
宗
の
広
が
り
が
み
ら
れ
る
。
三
間
切
の
大
浜
頭
職
の
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継
承
を
み
る
と
、
初
代
の
慶
田
盛
村
住
（
字
新
川
三
三
番
地
）
の
上
官
姓
大
宗
正
廟
（
不
詳
〜
一
五
八
六
年
）
か
ら
伯
言
姓
大
宗
政
通
へ
、

初
代
の
宮
良
頭
職
も
毛
裔
姓
大
宗
安
英
か
ら
嘉
善
氏
五
世
永
將
の
慶
田
盛
村
へ
居
住
し
、
親
交
の
あ
っ
た
同
士
で
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
八
重
山
蔵
元
時
代
の
大
阿
母
の
継
承
関
係
は
、
出
生
地
、
嫁
ぎ
先
が
字
新
川
の
地
の
真
乙
姥
御
嶽
一
帯
や
、
慶
田
盛
村
な
ど
の
出

身
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
推
察
す
る
。

七
、
梅
公
姓
大
宗
崎
原
与
人
孫
廣
の
屋
敷

字
新
川
二
九
九
番
地→

一
六
一
九
年
頃
、
琉
球
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
の
那
覇
梅
氏
二
世
宗
榮
（
一
五
八
八
〜
一
六
六
四
年
）
と

長
栄
氏
四
世
石
垣
親
雲
上
信
名
（
生
寿
不
伝
）
の
二
女
・
大
阿
母
武
樽（
一
五
九
二
〜
一
六
七
八
年
）と
の
間
に
生
ま
れ
た
梅
公
姓
大
宗
崎
原

与
人
孫
廣（
一
六
二
〇
〜
六
一
年
）
の
屋
敷
（
渡
久
山
家
・
マ
イ
シ
キ
ダ
ン
ヤ
ー
）。

字
新
川
の
美
良
底
村
・
慶
田
盛
村
一
帯
で
は
、
一
五
〇
〇
年
の
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」、
一
六
二
四
〜
四
二
年
の
八
重

山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
な
ど
が
起
こ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
慶
田
城
村
一
帯
は
十
七
世
紀
の
中
葉
ま
で
、
八
重
山
の
村
々
の
中
心
地
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
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